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 第４章では、従来、着地に基づく Kernelを用いた発地ベースの地理的加重モデルに基づく ODフ
ローモデルに対して、逆に発地に基づく Kernel を用いた着地ベースのモデルを提示した上で、発地
と着地の双方の Kernelに基づく地理的加重モデルに ODフローモデルを提示している。発想そのも
のは非常に単純であるが、従来手法を包含する新たな手法の開発に成功し、日本の都道府県間人口移
動データに対して適用することで、手法の実用性と有用性を確認した。 
 第５章での空間詳細化のモデルの構築に際しては、扱うデータが連続変数ではなく非負の整数値の
いであるカウントデータという性質を考慮してポアソン分布を用いている点で実際の適用場面によ
り整合的である一方で、パラメータの推定が格段の困難になるという問題を抱える。これに対し、ベ
イズ推定の技法を用いることでその問題を解決し、茨城県を対象とした人口移動データを対象として
実証分析を通じ、空間詳細化に関して高い精度を有することを確認した。 
 第３～５章の各々において、精緻な理論的検討に基づき新たな理論モデルの提案に成功しているだ
けでなく、実際のデータを用いた実証的分析も行うことで、提案手法が実用に資することを確認して
おり、それらの内容は高く評価出来る。 
 
【最終試験の結果】 
平成２８年２月３日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員
によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
